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zi午
茅
針
己

'
今
易
不
W
1
a-寸

す
り

え
以
郎
元
V

ム
b
b
ーパ

え

主がは使郵

1l、

J
7
3
2小
一本
引
M
Ml
t

ら
オ
ハ仇

-
a
九
-r

ハ

.

l
F

-久‘ゃ
+、レ

{
校
異
}

(改
行
)
衣
巻
、〔
全
集
〕

(改
行
な
し
)

高
見
両
氏
〔
全
集
〕

1

4
7
高
見
、
両
氏

コ
ン
デ
シ
ヨ
ン
が
〔
全
集
〕

l
vコ
ン
デ
シ
ヨ
ン
も

わ
る
か
っ
た
ら
し
い
。
〔
全
集
〕

l
t
わ
る
か
っ
た
ら
し
い

(改
行
な
し
)
ち
か
い
う
ち
に
〔
全
集
〕

l
v
(改
行
)

{ノ

l
ト
}

「
ぼ
く
の
作
品
」

!
l
「
ダ
ス

・
ゲ
マ
イ
ネ
」

文
義
春
秋
十
月
号

l
第

一
回
芥
川
賞
の
候
補
者
で
あ
る
太
宰
治
、
衣
巻
省

三
、
高
見
順
、
外
村
繋
が
、
「文
義
春
秋
」
十
月
号
に
小
説
を
発
表
し
た
。
同

じ
内
容
の
葉
書
を
、
同
日
、
神
戸
雄

一
に
も
送
っ
て
い
る
。
山
岸
外
史
『
太

ぼ
く
の
い
ま
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
に
信
じ
て
お
く
れ
。

ぼ
く
は
客
観
的
に
冷
静
に
さ
へ

言
ふ
こ
と
が
で
き
る
。

(文
護
春
秋
十
月
号
)
衣
巻
、
高
見
、
両
氏
に
は
気
の
毒
で
あ
る
。

コ
ン
デ
シ
ヨ
ン
も
わ
る
か
っ
た
ら
し
い
外
村
氏
の
は
面
白
く
読
め

る
。
こ
の
ひ
と
の
作
品
に
は
量
感
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
僕
の
作
品
を
ゆ

っ
く
り
ゆ
っ
く
り
読
ん
で
み
た
ま
へ

。
歴
史
的
に
さ
へ
ず
ば
抜
け
た

作
品
で
あ
る
。
自
分
か
ら
こ
ん
な
こ
と
を
言
ふ
の
は
、
生
れ
て
は
じ
め

て
だ
。
僕
は
ひ
と
り
で
感
激
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
だ
け
は

一
歩
も
ゆ
づ
ら

ぬ
。深

夜
ひ
と
り
起
き
出
て
、
た
よ
り
す
る
。

ち
か
い
う
ち
に
あ
そ
び
に
来
て
。
ぜ
ひ
と
も
。

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五
十
ロ
川
光
様
方
山
岸
外
史
様

千
葉
県
船
橋
町
五
日
市
本
宿

一
九
二
八

九

宰
治

宰
治
お
ぼ
え
が
き
』
に
は
こ
の
は
が
き
を
引
用
し
、
「芥
川
賞
の
問
題
で
く
よ

く
よ
し
て
、
ぼ
く
と
討
論
し
た
日
の
あ
と
で
改
め
て
、
こ
ん
な
意
見
を
よ
せ

て
き
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
な
お
、

「虚
構
の
春
」
の
第
四
の
書
簡
に

「近
頃
、
君
は
、
妙
に
威
張
る
や
う
に
な
っ
た
な
。
恥
し
い
と
思
へ
よ
。(一

行
あ
き
。)
い
ま
さ
ら
他
の
連
中
な
ん
か
と
比
較
し
な
さ
ん
な
」
と
あ
り
、
こ

の
は
が
き
へ
の
山
岸
外
史
か
ら
の
返
信
が
使
わ
れ
た
と
、
山
内
鮮
史
は

「解

題
」
で
推
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「解
題
」
に
あ
る

「昭
和
十
年
九
月
二
十

日
付
」
は

「二
十
二
日
付
」
の
誤
り
。
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〔
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(縦
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文
士
、
う
た
を
お
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ら
れ
た
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お
返
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す
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、

E
E
E
]
な

情
と
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得
る
。
左
に
。

青2
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震;幹Z
B凡な 」

と

つ

く

京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五
十
古
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船
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会
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唱
を

thM
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ぺ
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制
ム
恭
司
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三
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3
4

弘
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じ
ゃ
よ
る
ゅ
ん
.
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林

山
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苓
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J
L
ρ

十
下
内
，
W

九
"
、

r
ヤ
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f

{
校
異
}

L
ば

ゐ

L
ば

や

芝
居
〔
全
集
〕
芝
居

「出
陣
」。
〔
全
集
〕
ly

「出
陣
。」

ひ
を
ど

L

U

お
ど
し

緋
繊
〔
全
集
〕
|
緋
械か

み
ざ

(改
行
な
し
)
い
ま
ま
で
上
座
ア
-v
(改
行
)

据
へ
る
。
〔
全
集
〕
|十
据
え
る
。

(
縦
線
三
カ
所
な
し
)
〔
全
集
〕

1

4
7

(
縦
線
三
カ
所
あ
り
)

後
略
の
ま
ま
。
〔
全
集
〕
後
略
の
ま
ま
草
々
。

、可
ル1:?

し
ぽ
や

君
は
、
こ
ん
な
芝
居
を
見
た
こ
と
が
な
い
か
。「
出
陣
。」
若
君
が
奥

ひ
お
ど
し

よ
ろ
ひ

の
問
よ
り
緋
繊
の
鎧
を
着
て
、
し
づ
し
づ
と
出
る
。

か
A
ぎ

は

は

じ

ゃ

び

と

し

も

ざ

い
ま
ま
で
上
座
に
す
わ
っ
て
ゐ
た
母
者
人
は
、
下
座
に
さ
が
っ
て
、

初
の
出
陣
の
若
君
を
、
ま
づ
ま
づ
と
、
上
座
に
据
え
る
。
若
君
、
お
っ

と
り
と
す
ま
し
て
ゐ
る
。
母
者
人
、
下
座
よ
り
そ
れ
を
見
上
げ
、
「
お
お
、

お
見
ご
と
、
お
見
ご
と
、
あ
つ
ぱ
れ
ご
殊
勲
を
お
立
て
な
さ
れ
い
。」

(右
の
状
景
、
素
直
に
微
笑
ん
で
受
け
取
れ
。

ヴ
エ
ル

レ
エ
ヌ
、
そ
の
三
度

マ
ン
ス
。」
と
名
づ
け
た
。

?
)
の
詩
集
に
、
「
言
葉
な
き
ロ

病
後
御
保
養
の
た
め
、
お
い
で
下
さ
い
。
後
略
の
ま
ま
草
々
。

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五

十

吉

川
様
方

山
岸
外
史
様

千
葉
県
船
橋
町
五
日
市
本
宿

一
九
二
八

太

宰

治
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免
ゆ
w
ゃ
あ
ー
ネ
併
3

千
駄
木
町
ゑ
十
1

U
併

郵
作
コ

使は
q

が主
{
校
異
}

ほ
ん
た
う
に
〔
全
集

〕

ほ

ん

と

う

に

(縦
線
二
カ
所
な
し
)
〔全
集〕

l
t

(縦
線
二
カ
所
あ
り
)

(改
行
な
し
)
君
が
た
め
1

4
7

(
改
行
)

パ
ッ
ト
〔
全
集
〕

l
t
パ
ッ
ト

{ノ

l
卜
}

山
岸
外
史
は

『太
宰
治
お
ぼ
え
が
き
』
で

「た
し
か
に
、
太
宰
の

「
ソ
ロ
モ

ン
の
王
の
夢
」
は
こ
の
頃
、
次
第
に
や
ぶ
れ
て
い

っ
て
、
(
つ
ま
り
ブ
ル
ジ
ョ

ア
的
な
生
理
が
次
第
に
変
革
を
お
こ
し
て
い

っ
た
と
解
釈
し
て
も
い
い
だ
ろ

う
が
)
つ
い
に
、
ト
タ
ン
塀
の

「リ
ア
リ
ズ
ム
」
に
接
近
し
て
き
た
よ
う
に

も
み
え
る
の
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。

+'こ

こ
の
ご
ろ
、
少
し
づ
っ

(ほ
ん
と
う
に
少
し
)
け
れ
ど
も
深
く
、
仕

を
す
す
め
て
居
り
ま
す
。

君
の
随
筆
論
、
本
気
に
、
読
み
た
し
。
ぼ
く
も
君
も
、
か
ら
だ
あ
っ

て
の
、
も
の
だ
ね
也
。

さ
き
ご
ろ
、

句

を

得
た
り
。

君
が
た
め
パ
ッ
ト

一
本
の
値
打
ち
あ
ら
む
乎
。

ゆ
め
や
ぷ

ベ
い

ソ
ロ
モ
ン
の
夢
破
れ
た
り
ト
タ
ン
塀
。

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五
十

山
岸
外
史
様

千
葉
県
船
橋
町
五
日
市
本
宿

一
九
二
八

太
宰
治
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凡
小
4
リ
ナ
命
ー
ヌ
わ
何
色

&，
b
p
斥
五

?

L

Mf
ル

A
U行
d

人
狩
!

{
校
異
】

み
ど
り
児
は
〔
全
集
〕

J
Jけ
一
月
川弘
山
川
川
j
一

J
l
v

r
l
 

犬、

P
E
T

-eJ

み
ど
り
児
は

「
神
聖
な
る
病
気
」
と
題
し
、

み
ど
り
児
の

ひ
い
ひ
い
泣
く
や

わ
れ

冷
月
と
我

+
'
-
』

み
ど
り
児
は
、
捨
て
児
な
る
べ
し
。

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
五
十
山
岸
外
史
様

干
菓
県
船
橋
町
五
日
市
本
宿
一
九
二
八

太

宰

治
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番
号

η

昭
和
凶
年

(1
9
3
5
年
)
ロ
月
初
日
〔
消
印
〕

ノ

r、、

凶
」
《
ト

ω
o
a
uト
庄
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{
校
異
}

碧
眼
托
鉢
。
〔
全
集
〕
碧
眼
托
鉢
、

(改
行
)
こ
こ
ま
で
来
た
。
〔
全
集
〕

碧
眼
托
鉢
、
こ
こ
ま
で
来
た
。

君
は、

「
か
ら
す
組
三
人
」
の
中
に
は
ひ
ら
ず
。
君
は
、
す
や
す
や

眠
っ
て
ゐ
た
男
で
あ
っ
た
。
君
は
幸
福
だ
よ
。

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五
」
l

太
宰

山
岸
外
史
様

{
ノ
ー
ト
}

こ
こ
ま
で
来
た
。
|

|
絵
は
が
き
に
「
湯
河
原
温
泉
翠
明
館
」
と
あ
る
。

十
二
月
十
九
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
、
次
姉
ト
シ
の
長
男
津
島
逸
朗
と
湯
河

原
、
箱
根
に
遊
ぶ
。

「
か
ら
す
組
三
人
」
|
|
昭
和
十
年
九
月
二
十
六
日
に
、
山
岸
外
史
、
檀

一
雄
、

小
館
善
四
郎
と
太
宰
が
翠
明
館
に
泊
ま
り
、
そ
の
う
ち
の
三
人
が
、
夜
中
に

旅
館
を
抜
け
出
し
て
近
所
の
娼
家
に
上
が
っ
た
。
そ
の
三
人
を
い
う
。
山
岸

外
史

「人
間
太
宰
治
」
に
よ
れ
ば
、
太
宰
は
眠
っ
て
い
て
旅
館
に
残
っ
た
が
、

今
度
再
び
翠
明
館
に
泊
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
残
っ
た
の
は
山
岸
だ
と
宿
の
人
に

思
わ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。
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4 
f (J 
r;~ や

T /T 
小作

てと
L 
丁

え

ふト

コた
「

;
JV
J叶
リ

会
卒、d

人孝
介1'-- U~
.' ，ョー

キノにす

1i守

【
校
異
】

ろ
う

牢

(
二
カ
所
)
〔

全

集

〕

牢

(二
カ
所
)

以
上
は
〔
全
集
〕

l
t
以
上
は
、

ほ
ん
た
う
の
〔
全
集
〕
|十
ほ
ん
と
う
の

こ
と
な
の
で
す
。
〔
全
集
〕

l
t
こ
と
の
で
す
。

漂
泊
〔
全
集
〕

l
t
漂
白

年
賀
の
札
を
欠
く
。
〔全
集
〕
1
4
7

(
年
賀
の
札
を
欠
く
)

{ノ

l
ト
}

「
虚
構
の
春
」
の
第
二
十
七
の
書
簡
に
「
め
く
ら
草
紙
だ
が
、
晦
渋
で
あ
る
け

れ
ど
も
、

一
つ
の
頂
点
、
傑
作
の
相
貌
を
具
へ
て
ゐ
た
」
と
あ
り
、
山
内
鮮

史
「
解
題
」
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
山
岸
外
史
か
ら
の
来
簡
を
使
っ
た
も
の
で
、

ゆ
う
べ
旅
か
ら
か
へ
っ
た
。
君
の
は
が
き
見
た
。
「
書
き
ま
す
。
そ

ろ
・つ

の
た
め
に
、
き
っ
と
僕
は
牢
へ
は
ひ
る
だ
ら
う
。
さ
う
し
て
、
君
を
も
、

。

け

い

ぱ

つ

ろ

う

僕
よ
り
重
い
刑
罰

(
ハ
レ
ン
チ
ザ
イ
)
に
附
し
、
牢
に
ぶ
ち
こ
み
ま

す
。」
以
上
は
、
ほ
ん
と
う
の
こ
と
の
で
す
。
湯
河
原
、
箱
根
を
漂
白

四
日
間
、
風
邪
の
気
味
で
下
山
。
「
旅
に
病
ん
で
夢
は
枯
野
を
駈
け
め

ぐ
る
。
」
五
臓
六
附
に
し
み
た
。

(年
賀
の
札
を
欠
く
)

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五
十

山
岸
外
史
様

千
葉
県
船
橋
町
五
日
市
本
宿

一
九
二
八

九宰
治

「
こ
の
来
信
に
対
し
、
太
宰
治
は
、
昭
和
十
年
十
二
月
二
十
三
日
付
ま
た
は
十

二
月
二
十
七
日
付
の
葉
蓄
を
、
山
岸
外
史
宛
に
投
じ
た
と
推
定
さ
れ
る
」
と

あ
る
。

45 



簡
番
号
mu

a
以
ふ
存
之

J

、.

mu'

あ
一》

v

と
、

冶‘
‘，

ド
ザ
ト
ー

内
μ

九
、

スJ
V

C

ノ

仰

、

申

¥

+
的
め
斗
め
パ

ニ
ノ
ロ
乃
ぃ

、
か
・

46 



/t、

件咋ス炉
~~r 

j弘、 I~f *ヲ
裁に五

7与寸

ペ.

れの♂

【
校
異
】

山
岸
君
〔
全
集
〕
山
岸
君
。

あ
り
が
た
う
。
〔
全
集
〕

l
t
あ
り
が
と
う
。

千
葉
県
船
橋
町
五
日
市
本
宿

一
九
二
八
よ
り
〔
全
集
〕

ト
品
れ
ソ
。

div 
jミ

フ。は
て

「な
れ
の
果
」

{ノ

l
ト
}

書
簡
番
号
国

(昭
和
叩
年
ロ
月
お
日
)
の

{ノ
l
ト
}
参
照
。

山
岸

あ
り
が
と
う
。
人
の
情
を
知
り
ま
し
た
。
あ
の
、
お
ハ
ガ
キ
で
も
、

身
に
あ
ま
る
。
よ
い
初
春
を
迎
へ
る
や
う
に
。
さ
よ
な
ら
。

Z1璽
n尽
の 市
田は本
己ごて郷

区よ
h 千
五駄

木
町
五
十

山
岸
外
史
様

47 



膏
簡
番
号
却

昭
和
日
年

(1
9
3
6年
)
2
月
弘
日
〔
消
印
〕

48 

ぁ

，鳴

¥

毛

て

に

い

も

引
/

、え
ね

wC
U
柿??ヤ
ザムりて、

村

ω
一

さ

ん

悼

の

τ
ゐ
え

4
v刈

M
W
 ‘、、



之ヂ占
も J8，)ミ

ペf;与
~ 
X、

【
校
異
】

(改
行
な
し
)
井
伏
さ
ん
は
(
全
集
〕

|
す

(改
行
)

{ノ

l
ト】

楢
崎
氏
へ
手
紙
出
し
た
。

l
l
「
新
潮
」
の
編
集
者

・
楢
崎
勤
宛
二
月
二
十

四
日
付
け
書
簡

(「
太
宰
治
全
集
」
に
よ
る
)。〈
謹
啓
/
過
日
は
、
無
理
な
、

お
ね
が
ひ
を
い
た
し
、
失
礼
申
し
ま
し
た
。
幸
ひ
、
先
輩
友
人
の
、
お
力
に

依
り
、
退
院
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ゆ
ゑ
、
他
事
な
が
ら
、
御
安
心
下
さ

い
。

/
友
人
の
山
岸
外
史
が
、
御
誌
へ
評
論
を
寄
せ
た
き
旨
、
申
し
て
居
り

ま
し
た
が
、
そ
の
節
は
、
必
ず
、
よ
ろ
し
く
、
お
取
り
は
か
ら
ひ
下
さ
い
ま

す
ゃ
う
、
私
か
ら
も
お
願
ひ
申
し
あ
げ
ま
す
。

/
山
岸
の
そ
の
評
論
は
十
回

ほ
ど
書
き
直
し
た
る
力
篇
と
聞
い
て
居
り
、
友
人

一
同
、
期
待
し
て
居
り
ま

只
今
楢
崎
氏
へ
手
紙
出
し
た
。
む
づ
か
し
い
も
の
だ
ね
。
(
遊
び
に

来
な
い
か
?
)

井
伏
さ
ん
は
君
を
ほ
め
て
ゐ
た
。
見
直
し
た
由
。
尊
敬
し
た
由
。
演

説
を
立
つ
で
し
た
の
が
気
に
い
っ
た
由
。

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五
十
吉
川
様
方
山
岸
外
史
様

千
葉
県
船
橋
町
五
日
市
本
宿

一
九
二
八

太

宰

治

す
。

/
山
岸
も
今
年
は
大
い
に
や
る
と
決
意
し
て
居
る
や
う
で
ご
ざ
い
ま
す

ゆ
ゑ
、
何
卒
御
助
力
く
だ
さ
い
。

/
寒
さ
、
な
か
な
か
、
や
は
ら
が
ず
、
病

後
の
骨
身
に
、
こ
た
へ
ま
す
。

/
大
兄
も
、
お
か
ら
だ
を
御
大
切
に
。

/
治

拝
/
楢
崎
勤
様
/
二
月
二
十
四
日
〉
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